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食品ロスマッチングサービス

　日本では年間 570 万トン以上のフードロスが発生しています。市では、まだ食べられるものと
地域で暮らす人々をつなぐ、お財布にもお店の店主にも、地球環境にもやさしい食品ロスマッチ
ングサービスをリリースします。店舗（協力店）が登録する「廃棄されるかもしれない食品」を
皆さんがお得に購入することで、食品ロスを減らすことができます。ご登録をお願いします。

　ユーザーは、一般的な価格より安価で食品を購入することができます。また、食品を購入する
ことで店舗（協力店）の食品ロスを防ぎ、地域の店舗を支えるとともに社会貢献につながります。

　食品ロスマッチングサービスへの URLや市内協力店の一覧など、詳しくは市の
ホームページをご覧ください。

気になる食材を検索し
て購入予約

食品ロスになり得るも
のを本サービスにて登
録・出品

現地で商品を受け取り、
受取確認ボタンを押し
てお得に買い物完了！

予約成立後、現地にて
商品の受け渡し

市ホームページ

スマホやパソコンから
ユーザーページで簡単
登録・ログイン

スマホやパソコンから
協力店ページで簡単登
録・ログイン

「のこさずくわな！byタベスケ」の魅力ってなに？

ー　買い物の仕方　ー

ー　出品の仕方（お店側）　ー

年間 570 万トン以上発生！

国民が 1 日 1 杯分のご飯を
毎日捨てるのと同じ量です作りすぎた食品 食べ残し 売れ残り

byタベスケ
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 廃棄物対策課（☎ 24－1436　  22－5183）

11

2 月1日
リリース！のこさずくわな！

食品の提供

売上

予約・購入

代金

店舗（協力店） 市民（ユーザー）

● 収益の確保につながる
● 廃棄物処理費用を削減できる
● お店の PR につながる
● イメージアップにつながる

● 食品を安く購入できる
● 新しいお店を知ることができる
● 気軽に社会貢献ができる
● 食育推進につながる

登録・利用料無料！

お得に購入！ 達成削減量が見える！ タベスケ協力店に取材しました！

1 先行してタベスケを導
入している自治体において、
実際に出品されている商品
のイメージ2ユーザーごと
に食品ロスの削減量を確
認できる画面

　新型コロナウイルス感染症によって飲食
店や卸業者は大きな影響を受けています。
消費量が安定しない中で、在庫を抱えるこ
ともあります。食品ロス
につながるかもしれない
まだまだ食べられる食材
を、皆さんにお得に購入
いただくことで、少しで
も食品ロスが削減される
ことを期待しています！

魚城
山下 陽平さん


